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東城大学医学部を舞台にした… 

 このシリーズの題名には年がつ

いている。今回の『プラチナハーケ

ン』は１９８０年。昭和５５年。私

は大学を卒業して山形県の高校で

教員をしていた。モスクワ・オリン

ピックの年で、日本はアメリカとと

もにボイコットした。その話題は本

書の中でも何回か取り上げられて

いる。その意味ではその時代を振り

返る内容になっている。 

 『ブラックペアン』が１９８８年

で、その８年前の出来事。後に「オ

ペ室の悪魔」と名付けられた渡海征

司郎が東城大学医学部総合外科学

教室に入って三年目の出来事から。 

 総合外科学教室の分裂 

 このシリーズは大学病院内での

権力争いみたいなことがテーマに

なっている。教室のボスは消化器外

科を専門とする佐伯清剛教授。高野

助教授が脳外科、黒崎講師が心臓外

科、木村助手が肺外科、小室助手が

小児外科。本書での語り手となる渡

海は心臓手術を得意としている。 

 登場人物それぞれの思惑があり、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一緒にやっていくのか、別れて別の

組織になっていくのか…。後の作品

にも出てくる人物が若い頃にどう

動いたかを知ることができるとい

う「前日譚」の面白さがある。シリ

ーズものは順番読んだ方が楽しめ

るという典型的な例になるか…。 

 緊急の手術の場面だったり、オラ

ンダへ行っての学術会議での発表

などを上手に組み合わせている。そ

して本書の中心になるのは渡海の

父親と佐伯教授の過去の因縁が全

体を通しての背景になる。 

メディカル・エンターテインメントとして 

 ミステリとしての大きな「謎」設

定があるわけではない。帯にも書い

てある通りに「メディカル・エンタ

ーテインメント」と名乗るのが一番

ピッタリな気がする。海堂作品の多

くはそんな感じだ。ただ読んでいて

面白いことは間違いない。広義のミ

ステリと捕らえておくのがいいの

かもしれない。 

 『チーム・バチスタの栄光』から

始まる東城大学医学部の物語は本

シリーズの後に続く後の時代の話

になり、『桜宮サーガ』と呼ばれる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

流れになるらしい。ただ思うのは、

こうして内部の権力争いに終始す

る大学病院の様子や厚生省の官僚

が画策していること…などは殺伐

とした話になってしまい、医療本来

のあるべき姿とはちょっと違う世

界のような気もするが…。と思うの

は私だけだろうか。 

 次の作品にも期待が… 

 と書きながらも十分に楽しませ

てもらったので次作にも期待した

い。コロナ禍も納まってきたので次

なる医学の分野での話の展開は…。

ひと頃の執筆の勢いがやや鈍って

きているようにも感じられるが、

『桜宮サーガ』のその後の様子は…。

活躍の続報を知らせてもらいたい

気持ちになっている。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

海堂尊『プラチナハーケン 1980』 
 ７月に講談社から海堂尊の『プラチナハーケン１９８０』か゛出た。『ブ

ラックペアン』シリーズの前日譚に当たる内容である。テレビドラマで取

り上げられていたので、それに合わせた企画なのかもしれない。 

伽古屋圭市『クロワッサン学習塾 謎解きはベーカリーで』    ５月に文春文庫から

出た本。『クロワッサン学習塾』シリーズの二作目になる。場所は神奈川県の横須賀の近く。元小学校教員だ

った黒羽三吾が実家のクロハ・ベーカリーで始めた小さな学習塾。小学校四年生の三人が勉強している。でも、

中身は宿題だったり、自分の取り組みたいものだったりと各自の自由。そこへ新たな生徒が加入してくる場面

からスタートする。短編集のような作りになっているが、話は最初から最後までずっと一貫している。 

 黒羽真司、一條茉由利、飯田隆之介の三人に新たな河端頼人が加わる。頼人の両親の教育方針の違いが話の

傍流になっているが、メインは隆之介が転校することになり、お別れ会として「探偵ゲーム」を企画する話。

ゲームのシナリオは作者の分身・未来屋圭一に依頼することに…。題して『クロハ・ベーカリー密室殺人事件』。

転校していく隆之介がミステリ好きなので、探偵役をしてもらい、残りの人達が役者を演ずることに…。思い

の外しっかりした本格謎解きになっている。現在の「学校教育」のあり方についてかなりのページを割いてい

る。結論は「子どもたちのための学校になっているか？」ということ。不登校生徒が増えているので…。 
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海堂尊『ブラックペアン』シリーズ 

１．ブラックペアン１９８８ 
東城大学医学部総合外科学教室で

の入局３年目の世良雅志の視点で

描かれる。佐伯教授が病院長選挙に

立候補した時の攻防。 

２．ブレイズメス１９９０ 
フランスにいた天才的心臓外科医

の天城雪彦が東城大学に招聘され、

心臓手術専門病院スリジエハート

センターを開設しようと動き出す。 

３．スリジエセンター１９９１ 
『プレイズメス 1990』の話の続き

で、佐伯教授の要請で天城が活発に

動き、資金を生み出すために公開手

術を計画する展開に。 

４．プラチナハーケン１９８０ 

 

 

 

 


